
（団体補助交付金用）

南あわじ市 平成 19 年度事務事業評価シート 新規 継続

（⑦団体用）

会計
款
項
目

Ⅱ　Plan＆Do（計画・事業内容、団体内容、投入資源）

平成 年度 ～ 平成 年度

（　　　　　　）
（　　　　　　）

補助金算出根拠

補助交付期間

市補助金１，９５０千円　会員４，０００人　一人当たり４８７円

Ⅰ　基本事項 整理番号 1278

事　業　名 子ども会補助金 予
算
科
目

一般会計・１
教育費・１０款

担当部課名 教育部 生涯学習文化振興課 社会教育費・５項
電　　　話 社会教育総務費・１目0799 - 37 -3020   

事業分類
法的根拠

（法令、条例、要綱等）

南あわじ市総合計画
施策体系

まちづくりの柱 人づくり＿知恵あふれ＿郷土愛が満ちるまちづくり＿
まちづくりの目標 一人ひとりが明日を拓くリーダー【教育】

施策目標
子ども達や市民が、南あわじ市の未来を切り拓くための、多様な能
力を身につける機会を提供する

（どのような団体か、活動目的、活動内容など）

目
的

対　象（誰を・どのような状況の人を、構成員内訳）
　南あわじ市子ども会連絡協議会（各単位子ども会の小中学生、指導者、
就学前児を対象とする。ただし、辰美校区と松帆校区の一部は脱退し未加
入。）

構成人数（人）

4,000

活動目的（どのような状態になってもらいたいのか、事業を実施する「本来の目的」を記入）
　各単位子ども会が地域の特色を生かした活動を促進し、それを元に育成者及び指導者
が相互に連絡協調し、ともに活動する機会を通して、幼児児童生徒の健全育成に寄与す
ることを目的とする。つまり、市の未来を担う子どもたちの人づくり、それを支える大
人達の人づくりや地域づくりの基盤となる団体である。

合
併
協
議
事
務
調
整
内
容

（合併前においての事業実施団体と合併時における事務調整経緯）

事
　
務
　
概
　
要

団
体
の
概
要

事務局の所在
（直接事務執行部署）

実
施
内
容

（主な事業、活動内容等）
　①子ども会相互の連絡調整②子ども会活動の育成助長③指導者の養成研修④運営の調
査、研究などに関する事業を行う。
　主なものとして、数回の会合、親善球技大会、仲良し将棋大会、青少年のつどい歩こ
う大会（会場は３市持ち回り）などの行事を行っている。

　ほぼ学校区単位で子ども会があり、それをさらに細かく分けた単位で細かな活動がな
されている。連絡協議会には、学校区単位の子ども会の代表者（会長）が会合に参加
し、子ども会が持つ課題等の協議や、市の子ども会の行事の計画、運営を行っている。
また、この組織は淡路ブロック、県子ども会連合会へと広がりを持つ。

（生涯学習文化振興課）

　　義務的（法定）事務

　　任意的（自治）事務

　旧緑町 　旧西淡町 　旧三原町 　旧南淡町 　旧広域事務組合 　新市から　新市から

　設定なし

　補助団体 　市役所

　市単位

　旧町単位

　旧村単位
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（団体補助交付金用）

（千円）

（千円）

（千円）

（千円）
4,000 ）１人当り経費（千円）

人件費組織運営 （人件費に係る問題点・課題等）（組織運営に係る問題点・課題等）人件費対前年度増減率－

Ⅲ　Check（事業の自己評価・一次評価）

高 中 低

費用対効果4
必要性 5

人件費に関すること組織運営に関すること

1,950

3

1,950 1,9502,300

事業量１（事業に要した日数）

平成１９年度 平成２０年度
直接事務費 2,500

30.1
0

　子ども会の補助金は、子ども会安全会の保険料、単位子ども会活動補助、行事運営費
に使用している。特に、子ども会の活動は役員に委ねられていることが多く、その負担
は計り知れない。そこで、少しでも安心して活動できるためにすべての子どもが保険に
加入していることは、非常に心強いものである。活動補助も活動の活性化につながって
いるものである。確かに、このようなものは、個人負担されるべきものであるかもしれ
ない。しかし、実際の集金等の事務は極めて煩雑であり、役員の精神的負担が大きい。
この負担軽減が、役員のこどもたちに向けるエネルギーにつながっていることも、大き
な効果とみれるであろう。

自
己
評
価

（
５
点

）

平均人件費（１日当り） 30.7 29.9 30.1

受益者人数（
0.8

年間経費（[A]+[B]）

自
己
評
価

（
５
点

）

1,950

（費用対効果の分析、問題点・課題などを記入。）

0.6 0.80.6
0.5
0.5

「構成人数」一人当り経費

起債

国

事業量２（事業に要した人数）

県

一般財源[A]
人件費（正規職員）[B]

平成１７年度 平成１８年度

2,500
2,300 1,950

事務局事務費（市が事務局の場合）
財　　源

1,950 1,950

13

1,174
2,500

0.6 0.6

2,300

2,500

0 0

費
用
対
効
果

4

2,300 3,124

経費に関する
補足説明

子ども会連絡協議会全体では、市の補助金のほかには、収入はない。

資
源
配
分（

イ
ン
プッ

ト）

子ども会補助金

その他

総
合
評
価

自己評価をふまえた現状分析
　この連絡協議会があることが、単位子ども会
の活動をかろうじて維持することにつながって
いる。役員の努力により子どもたちが楽しい活
動を行っている事例も多くある。しかし、中に
は役員がまわってくるからと、わが子を脱会さ
せる保護者がいる現実も合わせて考えていかな
いとこの会存続は危ぶまれる。そのために、役
員等の保護者の啓発だけでなく、子どもたちが
子ども会の活動に参加したくなるように市子ど
も会の行事に子どもの視点をもっと取り入れた
り、全国からの情報や事例を生かしていくよう
にする必要がある。

必
要
性

　現在、子どもたちを取り巻く状況は、危険や不安に満ちたものである。それは、地域
基盤の弱体化も大きな要因である。その中に子ども会活動も含まれている。現在、社会
体育に関わっている子も多く、子ども会の必要性を疑問視する声もある。しかし、この
まま子ども会が衰退し無くなることにでもなれば、子どもたちの地域での活動基盤が消
滅することにつながる。当然、その影響は地域文化の祭等にも及び、多大な影響が予想
される。ゆえに、子ども会の公共性はまちづくりの根幹に関わるものである。しかし、
このことが市民にどのように理解されるかは疑問である。

（公共性、市民ニーズ、緊急性などを分析、問題点・課題などを記入。）
公共性の高低

5

評価グラフ

0

1

2

3

4

5

費用対効果 必要性
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（団体補助交付金用）

Ⅳ　Action＆Plan（改善・改革の内容及び次年度以降の計画）

人件費組織運営 人員配置の見直し組織運営の見直し

平成２１年度以降にできる中期的な改善・改革

　継続的な協議改善。

平成２０年度にできる改善・改革

　役員を含む保護者に向けての幼児児童生徒の
健全育成の視点に立った啓発の取り組みだけで
は限界がある。市の数少ない子ども会行事が、
より子どもたちが参加しやすく魅力のあるもの
にしていくことにより、子どもたちを主体とし
た活性化につながると考えられる。球技大会の
種目、将棋大会などの文化活動の内容、単位子
ども会の活動状況などを連絡協議会の中で十分
協議し、少しずつでも改善を加えることが必要
である。今年度の役員の中からはそのような意
見も出つつあるので、前向きな意見交流ができ
る会の雰囲気づくりも大切にしたい。

①
今
後
の
方
向
性
と
そ
の
理
由

仮に補助金、交付金を廃止した場合に予測される影響（プラス面、マイナス面）

　減額の場合は、行事運営費、活動補助、保険の順に縮小廃止を行っていくが、それに伴い子
ども会連絡協議会の存続はもとより、単位子ども会の存続も不可能になってくる。特に、保険
は役員が引率者となって活動している場合がほとんどであるため、ケガなどが起こった場合は
役員の大きな支えになっている。これが、今から個人負担になるとその事務手続きの煩雑さの
ために未加入の会員ができる可能性がありいっそう活動がしにくくなる可能性があり、子ども
会の衰退につながる。

（
現
状
維
持
の
場
合
も
記
入

）

④
廃
止
の
影
響

（
現
状
維
持
以
外
の
場
合

）

②
具
体
的
な
改
善
方
法

（
現
状
維
持
以
外
の
場
合

）

③
改
善
に
よ

っ
て
期
待
さ
れ
る
効
果

　予算削減

　現状維持

　予算削減

　現状維持 　事務局変更　休止・廃止

　予算充実　手法見直し

　事務局変更　休止・廃止

　予算充実　手法見直し
　現状維持
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